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カリフォルニア大学
デイビス校滞在記

ス
校
で
学
ぶ
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

滞
在
し
て
の
第
一
印
象
は
、
大
学
と
都
市
の
関

係
が
逆
転
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
つ
ま

り
、
デ
イ
ビ
ス
市
の
人
口
が
約
7
万
人
な
の
に
対

し
、
デ
イ
ビ
ス
校
の
学
生
数
は
約
3
万
5
千
人
と

過
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
小
都
市
に

明
治
大
学
並
み
の
大
規
模
大
学
が
あ
る
た
め
、
学

内
の
食
堂
や
売
店
等
で
働
い
て
い
る
の
は
ほ
ぼ
全

て
が
学
生
で
、
市
内
の
バ
ス
も
学
生
組
合
が
運
営

し
て
い
ま
す
（
写
真
3
）。
初
め
て
バ
ス
に
乗
っ
た

際
の
運
転
士
が
、
二
十
歳
前
後
の
女
子
学
生
だ
っ

た
驚
き
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
は
、
独
自
の
警
察
署
や
消
防
署
、
飛
行
場
ま

で
あ
り
ま
す
（
写
真
4
）。
さ
ら
に
、
到
着
時
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
担
当
職
員
が
市
長
を
兼
務

し
て
い
た
こ
と
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、「
大
学
が
あ
る
か
ら
都
市
が
あ
る
」
の
が
、

デ
イ
ビ
ス
の
特
徴
と
感
じ
ま
し
た
。

デ
イ
ビ
ス
に
は
、
妻
と
当
時
は
中
学
3
年
生
の

長
女
を
帯
同
し
ま
し
た
。
滞
在
期
間
は
わ
ず
か
1

年
間
で
、
日
米
の
学
期
の
ず
れ
の
た
め
、
家
族
は

さ
ら
に
短
か
っ
た
の
で
す
が
、
多
く
の
人
と
知
り

合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長
女
は
平
日
に
は
現

地
の
中
学
校
に
通
い
、
土
曜
日
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
立
大
学
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
校
で
開
校
さ
れ
る

日
本
人
補
習
校
に
通
い
ま
し
た
。
デ
イ
ビ
ス
に
は
、

日
本
人
や
ア
ジ
ア
系
の
米
国
人
が
比
較
的
多
か
っ

た
こ
と
も
、
溶
け
込
み
や
す
い
一
因
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

家
族
を
伴
っ
て
の
海
外
赴
任
は
、
前
職
時
を
含

め
る
と
今
回
で
3
回
目
で
す
。
海
外
で
は
、
家
族

が
協
力
し
て
想
定
外
の
事
態
に
対
処
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
一
方
で
、
通
常
は
時
間
的
な
ゆ
と

り
も
あ
り
、
家
族
の
絆
を
深
め
る
良
い
機
会
だ
と

思
い
ま
す
。
長
女
の
現
地
校
の
長
期
休
業
時
に
は
、

州
内
に
あ
る
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
を
は
じ
め
と
し

て
、
米
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
訪
問
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
農
産
物
貿
易
を
専
門
と
す
る
研
究
に

関
し
て
も
、
米
中
の
貿
易
戦
争
や
日
米
の
貿
易
交

渉
で
注
目
が
集
ま
る
中
、
カ
ナ
ダ
で
の
国
際
学
会

で
研
究
成
果
を
報
告
し
た
り
、
米
国
政
府
の
高
官

に
会
っ
た
り
す
る
な
ど
、
研
究
の
深
化
に
向
け
た

多
く
の
有
益
な
機
会
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
と

も
、
今
回
の
在
外
研
究
で
得
た
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
4
月
か
ら
1
年
間
、
在
外
研
究
で

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
イ
ビ
ス
校
の
農
業

問
題
セ
ン
タ
ー
に
訪
問
研
究
員
と
し
て
滞
在
し
ま

し
た
（
写
真
1
）。
同
校
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
10
校
の
一
つ
で
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
州
都
で
あ
る
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
市

か
ら
西
に
25
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
面
積
は
22
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
広
大
で
、
東
京
ド
ー
ム
約
5
0
0
個

分
に
相
当
し
ま
す
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
イ
ビ
ス
校
は
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
農
業
専
門
学

校
と
し
て
1
9
0
8
年
に
開
校
し
ま
し
た
（
写
真

2
）。
そ
の
名
残
で
、
同
校
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

は
、「
農
業
大
学
」
を
意
味
す
るA

ggies （
ア

ギ
ー
）
が
愛
称
と
な
っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ム
ズ
・

ハ
イ
ヤ
ー
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

2
0
1
9
年
の
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
世
界
で
59

位
、
ク
ア
ク
ア
レ
リ
・
シ
モ
ン
ズ
社
に
よ
る
同
年

の
分
野
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
農
林
学
や
獣
医
学

で
世
界
2
位
で
あ
り
、
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

明
治
大
学
と
は
協
力
協
定
が
締
結
さ
れ
、
大
学

間
協
定
や
サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
の
留
学
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
農
学

部
で
は
、
春
季
休
業
中
に
3
週
間
程
度
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
つ
つ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
イ
ビ
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